
3.とやまナノテククラスター 

「研究者の集積プログラム」の研究開発テーマ 

技術名 

テーマ

セルロースナノファイバーとナノ粒子の

ハイブリッド化による高強度・高熱伝導性樹脂の開発

研究者 
准 教 授 真田 和昭 

客員教授 永田 員也 
研究分野 

キーワード

ナノコンポジット, ナノファイバー分散技術、界面制御技術、

コンポジット構造解析技術、力学特性・機能性設計制御技術

所属 
富山県立大学 工学部 機械システム工学科 

住 所 〒939-0398  富山県射水市黒河 5180 

T E L 

Email 

076-56-7500

sanada@pu-toyama.ac.jp , nagata@pu-toyama.ac.jp 

研究内容 

ナノコンポジットに検討されているセルロースナノファイバー(CNF)は, 湿式解繊 CNF, 結晶性 CNF,

リグノ CNF に大別される(図 1)。湿式 CNF やリグノ CNF は高水分含有量で, 非常に繊維長が長い。一

方, 結晶性 CNF は, 低水分量だが, 繊維長が短い。ポリエチレン(PE)やポリプロピレン（PP）に代表され

る疎水性ポリマーと複合化する際には, CNF 含有されている水分子を除去しながら, 親水性の高い CNF

繊維同士の水素結合に基づく強固な凝集を解繊しながら混合しなければならない。そこで, CNF 表面を疎

水化する技術を用い, これら課題を解決する方法が多くの研究機関で検討されている。しかし, 水分除去

を効率的に行う特殊な混合プロセスが必要, 長繊維に由来するポリマー混合時における粘性増加などの課

題が有り, その解決が求められている。 

そこで, これらの既存の技術における課題解決を行うため, これまで国内で検討されていなかった結晶

性 CNF に着目し, CNF に添加するだけで疎水性ポリマーに分散可能な疎水化剤を探索した。その結果, 図 

2 に示す様に優れた CNF 分散性を持つ、植物由来の疎水化剤を見出した。さらにこの技術は分散性に優

れるだけではなく, この相違化剤を CNF にコーティングすることにより, CNF の含有水分量を

10mass%以下まで低下させた CNF パウダーを PE や PP とこれまでコンポジットの製造に用いられて

いる二軸押出機で均一分散できることも特徴である。 

准教授

真田 和昭 

客員教授

永田 員也 



3.とやまナノテククラスター 

「研究者の集積プログラム」の研究開発テーマ 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

既存の技術は, 疎水化 CNF の製造コストが高い, 大量の含有水分除去を効率的に行う特殊な混合プロ

セスが必要, 長繊維に由来するポリマー混合時における粘性増加などの課題を抱えている。我々のグルー

プではこれらの課題を解決する方法として次の研究開発に取り組んでいる。 

1. CNF との反応させずに, 添加によりポリエチレン(PE)やポリプロピレン(PP)に代表される疎水性ポリ

マーに分散可能な疎水化剤コーティング技術を開発する。

2. CNF の含有水分量が 10mas%以下でも分散可能なパウダー状の CNF を開発する。

3. 2.で得られた CNF パウダーと PE や PP などと汎用二軸押出機で CNF ナノコンポジットを製造する

技術を開発する。

4. CNF コンポジットの射出成形, 押出成形, ブロー成形などの成形加工技術を開発する。

5. ナノコンポジットの構造解析とコンポジット特性発現のメカニズムを解明し, 用途開発を行う。

現在, 前述のように 1., 2., 3.の技術課題に付いては基礎技術ができあがり, CNF 試作プロセスの開発を

行っている。また, 結晶性 CNF だけではなく, この県大発の CNF 疎水化・高分散技術を湿式解繊 CNF

にも適用し, 低コスト, 高性能 CNF コンポジットの R & D を行っている。 

企業との共

同研究事例 

コンポジットの成形加工方として一般に広く用いられている射出成形機で CNF が 20mass%充塡した

PP コンポジットでモデル自動車部品が成形できることを共同研究企業と実証した(図 3)。さらに, 本プロ

ジェクトでは, R & D の技術を川上から川下まで有機的に連携体制を構築している。コンポジット用 CNF

製造企業, CNF コンポジットを量産製造する企業, CNF コンポジットの構造や特性評価を行う企業と大

学, 自動車部品, 電機・電子材料・製品, 各種包装材料など CNF コンポジットを利用する企業などの共同

研究を積極的に推進して, R & D を行っている。 




